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────────────────────────────────────────── 

◎開会の宣告 

○議長（大西 智君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまから、洞爺湖町議会令和２年７月会議を開会いたします。 

現在の出席議員は、12名であります。 

  定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

────────────────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名について 

○議長（大西 智君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、会議規則第120条の規定により、１番越前谷議員、２番大久保議員

を指名いたします。 

────────────────────────────────────────── 

◎諸般の報告について 

○議長（大西 智君） 日程第２、諸般の報告を行います。 

  諸般の報告は、お手元に配付のとおりでありますので、これでご了承願います。 

  ここで、議会運営委員会の所管事務調査の報告をお願いいたします。 

  千葉委員長。 

○議会運営委員会委員長（千葉 薫君） おはようございます。 

それでは、議会運営委員会報告を申し上げます。 

  所管事務調査報告書。 

  令和２年７月21日、洞爺湖町議会議長、大西智様。議会運営委員会委員長、千葉薫。 

  本委員会は所管事務調査のため、次のとおり委員会を開催したので、その結果を報告しま

す。 

  記。 

  １、調査事項。洞爺湖町議会令和２年７月会議の運営について。 

  ２、調査日。令和２年７月20日月曜日。 

  ３、出席委員でございます。私のほかに、下道副委員長、越前谷委員、立野委員、五十嵐

委員です。 

  ４、委員外として、大西議長、板垣副議長に出席をいただいております。 

  ５、説明員。町側より遠藤副町長に説明をいただきました。 

  ６、結果でございます。地方自治法第102条の２第７項の規定に基づく洞爺湖町議会令和

２年７月会議の開議請求に伴い、本委員会を開催し、議会運営のための所要の協議を行い、

その結果は次のとおりであります。 

  会議期間について。７月21日、１日間。 

  審議日程について。７月21日、本会議。 
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  なお、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の取組として、次のことを決定いたしました。 

議場内では、議員、職員の全員がマスクを着用することとし、入室前に手のアルコール消

毒を行うこととする。議会の傍聴は行わないこととする。 

以上でございます。 

○議長（大西 智君） 以上で、諸般の報告を終わります。 

  会議の審議日数は本日１日を予定しておりますので、議事運営にご協力をお願い申し上げ

ます。 

────────────────────────────────────────── 

◎行政報告について 

○議長（大西 智君） 日程第３、行政報告を行います。 

  町長並びに教育委員会から行政報告の申出がありますので、これを許します。 

初めに、町長の行政報告を許します。 

真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 洞爺湖町議会令和２年７月会議に当たり、町の行政報告を申し上げま

す。 

  一つ目に、寄附についてでございます。 

 前会議から本会議までの間、次の方々より寄附の申出があり、ご厚志に沿うようありがた

く受納いたしました。 

（１）として金品の寄附についてでございます。 

アとして、洞爺湖町旭町30番地12、笠井誠氏。金額５万円でございます。これは、学校教

育のために寄附をしていただきました。 

イとして、洞爺湖管工事業協会会長、齊藤晶隆氏でございます。金額として50万円でござ

います。新型コロナウイルス感染症の対策のためとして寄附でございます。 

ウとして、洞爺湖町建設協会会長、北島良人氏。金額50万円でございます。使途として、

新型コロナウイルス感染症対策のために使用してくださいということでございます。 

エとして、匿名、金額50万円でございます。同じく、新型コロナウイルス感染症対策のた

めに使用してくださいとのことでございます。 

（２）として、同じく金品の寄附でございます。 

ふるさと納税寄附金としてでございまして、前回報告より、今回は個人、匿名含む217件、

累計で645件であります。総額金額、今回は421万9,000円、累計として1,138万5,000円でご

ざいます。 

（３）として、土地の寄附についてでございます。 

虻田郡洞爺湖町高砂町６番地、髙橋茂秋氏でございます。物件は花和232番地２、雑種地

6,039平方メートル、これは道路用地として寄贈でございます。 

２といたしまして、新型コロナウイルス感染症対策についてでございます。 

  ６月19日をもって、国及び北海道の方針により都道府県をまたぐ移動自粛が解除となりま
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した。これにより、新北海道スタイルに基づいた感染予防を行いながら、経済を動かしてい

く方向に社会全体が向かっております。 

そのような状況下で、国の第２次補正による地方創生臨時交付金の配分額が６月24日に通

知され、当町は約２億8,300万円と当初の想定を大きく上回る配分を受けました。このよう

に地方に手厚い配分となったことは、国会議員を初めとする関係各位のお力添えの結果と改

めて感謝を申し上げるところでございます。 

  町といたしましては、元の活気を取り戻すため、感染予防対策にしっかり取り組んでいる

町であることを周知しながら、この交付金を活用した感染予防、教育、観光振興、地域経済

活性化などの項目に重点を置いて、対策事業を執行する予定でおりますので、議員各位にお

かれましてもご理解、ご協力賜りますようお願い申し上げます。 

  なお、これらの事業に要する費用について、補正予算案を本会議に提案しておりますので、

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

  三つ目に、洞爺湖町洞爺産業まつりのオンライン開催についてでございます。 

  今年の洞爺湖町洞爺産業まつりは、新型コロナウイルス感染拡大防止により洞爺湖畔での

開催を中止したところでありますが、初めての試みとしてオンラインで６月28日に開催いた

しました。 

当日は動画投稿サイトＹｏｕＴｕｂｅでのライブ発信や、無料通信アプリＬＩＮＥを活用

した抽せん会等を実施し、3,097名の方が登録され、多くの方々に参加をいただきました。 

地域のイベントが軒並み中止となる中、新しいスタイルによるイベントを開催したことで、

今後につながる可能性を感じたところでございます。 

洞爺産業まつりは地域の恵まれた自然を通じ、各種生産物のＰＲと地場産品の発展を図っ

ていくもので、今後とも町の生産物を広く宣伝してまいります。 

  ４として、各種事務事業の取組状況についてでございます。 

  前会議から本会議までの各種事務事業の取組状況について、次のとおり報告をいたします。 

  なお、朗読については省略をさせていただきます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 以上で、町長の行政報告を終わります。 

  次に、教育委員会の行政報告を許します。 

  皆見教育長。 

○教育長（皆見 亨君） 教育委員会の行政報告を申し上げます。 

  一つ目に、寄附についてでございます。 

  新型コロナウイルス感染症対策のために、これまでに次の方より寄附の申出があり、ご厚

志に沿うようありがたく受納いたしました。 

  （１）新型コロナウイルス感染症対策への寄附として、ア、物品１件。 

なお、物品内訳は以下の新型コロナウイルス感染症に関する対応等について（その５）に

てご説明をいたします。 



－6－ 

  二つ目に、新型コロナウイルス感染症に関する対応等について（その５）であります。 

  新型コロナウイルス感染症に関する対応等について、次のとおり報告をいたします。 

  （１）洞爺湖町育英資金特別給付金の給付状況等について。 

洞爺湖町育英資金特別給付金の給付状況等について、次のとおり報告をいたします。 

令和２年７月15日現在でございます。 

給付決定件数述べ69件、うち給付済み件数が61件、今後給付件数が８件でございます。 

なお、給付決定件数69件の在学の区分は、大学が48件、短期大学５件、専修学校16件でご

ざいます。また、今後給付の８件につきましては、７月22日振込予定としているところでご

ざいます。 

  （２）新型コロナウイルス感染症対策への寄附についてでございます。 

新型コロナウイルス感染症対策への物品の寄附について、次のとおり報告をいたします。 

７月６日箱根町町民サークル「勝手に応援隊」代表茂村ひとみ氏。２回目でございます。

物品は布製手作りマスク、数量が165枚で、各保育所へ配付をいたしたところでございます。 

  （３）小中学校及び保育所へのマスクの配付状況についてであります。 

小学校及び保育所へのマスクの配付状況について、次のとおり報告をいたします。 

なお、合計数のみ読み上げさせていただきます。令和２年７月15日現在。 

虻田小学校1,028枚、洞爺湖温泉小学校374枚、洞爺小学校460枚、虻田中学校689枚、洞爺

中学校318枚、本町保育所575枚、入江保育所563枚、桜ヶ丘保育所476枚、洞爺保育所436枚、

総合計で4,919枚でございます。 

ご寄附をいただきました皆様に、厚く感謝を申し上げたいと思います。ありがとうござい

ました。 

  三つ目に、各種事務事業の取組状況についてでございます。 

  前会議から本会議までの各種事務事業の取組状況について、次のとおり報告をいたします。 

  なお、朗読については省略をさせていただきます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 以上で、行政報告を終わります。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第１６号工事請負契約の締結について 

○議長（大西 智君） 日程第４、議案第16号工事請負契約の締結についてを議題といたしま

す。 

  提案理由の説明を求めます。 

  遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 議案書１ページでございます。 

議案第16号工事請負契約の締結についてでございます。 

次のとおり契約を締結するため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に

関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 



－7－ 

工事名でございます。洞爺湖森林博物館新築工事（建築工事）でございます。 

工事場所、虻田郡壮瞥町字中の島2418国有林内でございます。 

契約の方法、指名競争入札。 

契約金額につきましては、１億2,760万円でございます。 

工期、契約の日から令和３年３月15日までとしてございます。 

契約の相手方でございます。須藤・加藤経常建設共同企業体。代表者、須藤建設株式会社、

代表取締役須藤正之。構成員、加藤建設株式会社、代表取締役加藤惠蔵。 

別紙、議案説明資料に平面図等がございます。御覧いただきたいと思います。 

構造でございます。木造平屋建て。また、述べ床面積につきましては382.58平米。 

建築面積につきましては407.32平米となってございます。 

下のほうに平面図がございます。 

横長の建物でございますけれども、正面中央に入り口がございます。左側につきましては

展示ガイダンスコーナーとしまして、ジオパークであったり周辺の自然、中島の散策コース

などを展示と映像等で紹介しているところでございます。右側につきましては事務所、それ

からトイレ等を設置し、また、その横にカフェ、休憩スペースを設けることとしているとこ

ろでございます。 

簡単ではございますが、以上で説明を終了させていただきます。 

以上、ご提案を申し上げます。よろしくご審議お願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから質疑を行います。質疑はありますか。 

  ５番立野議員。 

○５番（立野広志君） ちょっと簡単な質問で申し訳ないのですが、今回のように車両などが

直接搬入して工事ができないような環境の中での工事契約となると、それに係る運搬費とか

輸送費等の費用もかなり大きいのではないかと思うのですが、これらを含めてこの建設の工

事費が積算されているのだとすれば、大体通常のこういう広さの床面積の建設費用はどのく

らい割高になっているのか、ちょっとその辺をお知らせいただけませんか。 

○議長（大西 智君） 若木経済部長。 

○経済部長（若木 渉君） 今、ご質問ありました割高の部分でございます。 

確かに今回につきましては中島ということで、当然運搬費の部分で通常とは全く異なる運

搬費用が係るということで、そういう意味で坪単価にしますと相当割高な建物にはなってい

るところでございます。 

あと、その通常の部分というのがなかなか比較がちょっと難しいところはあるのですが、

今回坪単価としては100万円を越えるような単価にはなっているところでございますので、

そういった意味では通常でいくと、ちょっと比較がなかなか難しいのですが、一般の家庭で

いっても一般だと五、六十万円だとわりといい建物というところになろうかなという部分に

おいては、かなり割高な単価にはなっているのかなというところでございます。 
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以上でございます。 

○議長（大西 智君） ５番立野議員。 

○５番（立野広志君） 工事金額としてトータルで１億2,760万円と書いてあるだけなので、

例えばこれが資材の搬入、搬出等の費用としてどのくらい見て、あと残りの建物部分につい

て、では坪単価でどのくらいなのかというあたりはちょっと出せますか。 

○議長（大西 智君） 若木経済部長。 

○経済部長（若木 渉君） そこまで詳細に区分した数値等は今持ち合わせていないものです

から、その辺後ほど報告させていただきたいと思います。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第16号工事請負契約の締結についてを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第16号工事請負契約の締結については、原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第１７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第５、議案第17号令和２年度虻田郡洞爺湖町一般会計補正予算に

ついてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 議案書２ページでございます。 

  議案第17号令和２年度虻田郡洞爺湖町一般会計補正予算（第４号）でございます。 

  議案第17号令和２年度虻田郡洞爺湖町一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところ

による。 

  第１条で歳入歳出予算の補正を行ってございます。歳入歳出予算にそれぞれ9,102万7,000

円を追加し、総額を歳入歳出それぞれ88億6,526万6,000円とするものでございます。 

  以下、事項別明細書によりご説明をいたします。 

  事項別明細書、４ページ、５ページをお開きください。 

  まず、歳入でございます。 
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  15款国庫支出金、２項国庫補助金、６目教育費国庫補助金でございます。右側のほう見て

いただきまして507万3,000円の補正でございますが、小学校費補助金で304万5,000円、中学

校費補助金で202万8,000円となってございます。これは、いずれも学校保健特別対策事業費

補助金でございまして、各学校の感染症対策または学習保障等に係る国からの補助でござい

まして、基本額の２分の１を計上しているところでございます。 

続きまして、７目新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時補助金でございます。１億

9,637万2,000円の補正でございます。新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金で

ございまして、国の２次補正に伴いまして洞爺湖町に２億8,358万1,000円が配分されました

が、そのうち今回補正予算に対応する１億9,637万2,000円を計上するものでございます。残

額につきましては、今後のコロナ対策事業に計上する予定としているところでございます。 

続きまして、16款道支出金、２項道補助金、１目民生費道補助金でございます。８万

2,000円の補正でございます。ひとり親世帯臨時特別給付金事務費補助金でございます。国

が実施しますひとり親対策、ひとり親世帯に給付する事業の受付等の窓口を町が担うことか

ら、そのための事務費を補助金として受けるものでございます。 

続きまして、８目の商工費道補助金でございます。1,300万円の計上でございます。プレ

ミアム商品券発行事業に対する道からの補助金、プレミアム分の10％を計上しているところ

でございます。 

18款１項寄附金、１目の一般寄附金でございます。150万円の補正でございます。新型コ

ロナ対策にと観光事業協会、建設協会、また匿名の方から合計150万円を寄附いただいたも

のでございます。 

  19款１項１目の繰入金でございます。１億2,500万円の減額補正でございます。財政調整

基金を１億2,500万円繰り戻すものでございますが、一つは町が財政調整基金を取崩して、

これまで実施してきた新型コロナウイルス対策事業につきまして、財源を国の臨時交付金に

置き換えるものでございます。金額につきましては8,500万円でございます。もう１点につ

きましては、令和元年度の決算繰越金8,717万1,000円がございましたが、これにつきまして

は６月補正で予備費に計上してございました。そのうちの4,000万円を当初予算で編制した

ときの財政調整基金繰入金3,000万円に対し繰り戻すというもので、合計で１億2,500万円の

減額補正でございます。 

続きまして、６ページ、７ページでございます。 

  歳出でございます。 

  13款１項１目の予備費でございます。4,507万3,000円の減額でございます。先ほど申し上

げました前年度繰越金等を一部財政調整基金に繰り戻すための減額でございます。 

続きまして、14款１項新型コロナウイルス感染症対策費でございます。 

１目生活支援対策費152万3,000円の増額補正でございます。右側を見ていただきまして、

離職者支援対策事業335万9,000円の減額でございます。この事業につきましては、５月のと

きに補正いただきました会計年度任用職員10名を２か月間採用するということで予定してご
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ざいましたが、募集に対して応募がなかったということ、また、今後町として離職者に限定

した採用をする業務がないという見込みから、全額を減額するものでございます。 

続きまして、新生児特別定額給付金事業380万円でございます。これにつきましては、国

の特別定額給付金の対象外となるこの４月28日以降に生まれましたお子様、令和２年度内に

出生したお子様の世帯に対しまして10万円を給付する事業でございます。現在のところ38人

を想定しているところでございます。 

続きましてひとり親多子世帯臨時特別給付金事業100万円でございます。これにつきまし

ては、国が実施する事業の一部上乗せとしまして、第２子以降に２万円を町独自で追加する

ものでございます。50人を想定しているところでございます。 

続きまして、ひとり親世帯臨時特別給付金事業８万2,000円でございますが、これにつき

ましては国が実施する事業の受付等の事務費を計上したものでございます。 

続きまして、２目の衛生対策費でございます。2,230万2,000円の増額補正でございます。

右側見ていただきまして、予防対策事業159万3,000円でございます。消耗品としましてマス

ク、防護服等の購入費用、また医薬材料費としまして消毒薬等を計上してございます。さら

に備品購入費、非接触型の体温計を計上しているところでございます。これらにつきまして

は、備蓄用にというふうに考えてございますが、購入等につきましては今後の状況によって

柔軟に対応させていただきたいというふうに考えてございます。 

続きまして、児童生徒感染症予防対策事業1,415万9,000円でございます。１節の会計年度

任用職員報酬から８節の費用弁償まで、これにつきましては町内小中学校の消毒サポート員

に係る費用を計上したものでございます。10節の消耗品147万2,000円につきましては、各学

校の感染症対策に係るマスクであったり消毒薬等の消耗品を計上してございます。また、修

繕料500万円につきましては、学校の網戸であったり、また手洗い場の蛇口のハンドルの交

換等の費用を計上してございます。備品購入費367万5,000円につきましては、扇風機また

サーキュレーター、デジタル教科書等を計上させていただいてございます。 

次のページ、８ページ、９ページになります。 

右側のほう18節で教育旅行負担金122万2,000円がございます。これにつきましては、学校

の修学旅行であったり、見学旅行等における感染症予防に伴う追加費用分を助成するもので

ございます。バスの増便であったり宿泊の部屋の増加、それらに対応するものでございます。 

幼児感染症予防対策事業でございます。50万円でございます。備品購入費でございますが、

町内保育所に換気を促す扇風機を設置するものでございます。 

続きまして、公共施設等感染症予防対策事業605万円でございます。このうちの506万円に

つきましては修繕料でございます。一つは、町内公衆トイレ21か所ございますが、その手洗

いを自動センサー化に改修する費用でございます。もう一つは、町内の財田キャンプ場の各

施設の入り口扉の改修、またトイレの手洗いセンサー化、シャワールームの換気設備等に係

る費用でございます。12節のシステム導入委託料、これにつきましても99万円でございます

が、財田キャンプ場の予約サイトシステムの構築、またキャッシュレス決済の導入費用を計
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上させていただいております。 

３目の経済対策費でございます。１億1,227万5,000円の増額補正でございます。右側、商

工支援対策事業として9,007万5,000円を計上してございます。一つにつきましては、感染症

予防事業所支援補助金1,700万円でございます。町内事業所の感染防止対策事業につきまし

て、30万円を限度に５分の４を補助するものでございます。例えば、座席間の仕切りであっ

たり飛沫防止フィルム、換気扇、網戸の設置等を想定してございますが、ただマスク、消毒

薬の消耗品については対象外というふうに考えてございます。 

このように係る費用につきましては、本年度当初に遡って対象とさせていただく予定でご

ざいます。基本的には全事業所を対象としてございますが、１件平均10万円として170事業

所を想定しているところでございます。 

続きまして、プレミアム商品券発行事業補助金7,307万5,000円でございます。これにつき

ましては、家計支援と地域経済の回復を目的にプレミアム率50％の商品券を発行する事業で

ございます。商工会が主体となって事業を進めていただく予定となってございます。7,500

円の商品券を5,000円で購入いただくものでございます。今後募集する事業所で使用できる

ということになりますが、プレミアム分2,500円のうち、1,000円につきましては飲食店限定

とする予定でございます。町民向け２万5,000セット、町外向け1,000セットを考えてござい

ます。１人３セットまで購入できるというふうにするところでございます。また、町外向け

を発行することによりまして、道の補助金が活用できるというものでございます。また、事

務費807万5,000円を見てございますが、印刷経費であったり振込手数料でございます。印刷

につきましては、町内業者を想定しているところでございます。 

続きまして、観光支援対策事業でございます。洞爺湖おもてなし商品券発行報償金2,000

万円とそれらに係る印刷経費、商品券の印刷等です。広告、チラシ等で70万円を計上してご

ざいます。これにつきましては、町内のホテル等に宿泊する方に一人1,000円分の商品券を

配付させていただいて、宿泊日及びその翌日限定で、登録した事業所で利用してもらうとい

うものでございます。２万枚を発行予定してございます。印刷経費としまして70万円を計上

してございます。これにつきましても、町内の事業者で印刷等を進めたいと思っているとこ

ろでございます。 

続きまして、ふるさと応援団・体験ＰＲ事業150万円でございます。洞爺湖満喫ツアー報

償金でございます。ふるさと応援団を対象に募集をしまして、応募のあった方から15名を一

定の基準に沿って選定し、洞爺湖を２泊３日で体験してもらい、その状況、印象等につきま

してＳＮＳでリアルタイムで発信してもらうという事業でございます。自己負担につきまし

ては１万円で、町の助成は実費のうち上限を９万円とするところでございます。これにより

まして関係人口の拡大、また、ふるさと納税の拡大につなげていきたいというふうに考えて

いるところでございます。 

  以上、ご提案を申し上げます。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 
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  これから、質疑を行います。質疑はありますか。 

  11番板垣議員。 

○11番（板垣正人君） 簡単な質疑ですけれども、お答えしていただきたいと思います。 

まず、今の事項別明細書の９ページです。商工支援対策事業の中のプレミアム商品券発行

事業というものがあります。大変結構なことだと思いますし、私も議会で取り上げたことも

ありましたけれども、大体でいいのですけれども、実施時期はいつ頃からできるのかという

ことと、あと今回町内と町外の方も買えますか。そのときに確認方法というか、町外なんて

特に、町内は住民票とかいろいろわかっていると思いますけれども、町外の方の確認法、例

えば１人の人が窓口に買いに来て、免許証とか自分の証明書を出します。うち家族３人いま

すと言ったら、そのまま９セット買えるのか買えないのか、その本人分しか買えないのか。

そういう確認方法というのは結構難しいなのではないかと思いますけれども、その辺どうい

うふうにされているのかということをお聞きします。 

また、もう一つ、例えば売れ残った場合の２万5,000セットを用意していても2,000セット

だとか１万セット残った場合どうするのかということも確認しておきたいと思います。とり

あえず、その辺のことお答え願いたいと思います。 

○議長（大西 智君） 田所産業振興課長。 

○産業振興課長（田所昭博君） プレミアム商品券の関係ですが、実施時期は９月上旬という

ことで今商工会と協議をして話を進めております。 

町内の販売方法ですが、町内の販売については、申込書をいただいて身分証明確認という

形で考えております。町外の部分につきましても、その場で身分証明等である程度確認をし

ながら、そこについては余り自由に買えるというか、そういう形でちょっと町外向けについ

ては考えておりました。 

それから、売れ残りにつきましては１人３セットということで、売れ残っても追加販売は

しないということで考えております。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 11番板垣議員。 

○11番（板垣正人君） 実施時期は９月上旬頃ということで、これ周知もやっぱりその前にす

るのですよね。例えば、９月上旬から始めたいと思うのであれば、周知が８月末頃とかにな

るのかなと思うのですけれども、その辺の確認一つします。 

それと、今町内の方は１人３セットと大分わかると思うのですけれども、町外の方はある

程度振りつつ、例えば、うちは家族４人いますので12セット分くださいと言ったら、その時

点で売ってというか分けていただけるということでよろしいのか、その辺のことをもう一度

再度確認したいと思います。 

○議長（大西 智君） 田所産業振興課長。 

○産業振興課長（田所昭博君） 周知につきましては、各戸配付ということで考えておりまし

て、ちょっと時期を８月上旬という形ではなかなかちょっと難しいので、時期を見てなるべ
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く９月上旬に実施できるように商工会のほうと詰めて、周知を８月末か９月上旬、遅ければ

９月中旬くらいになってしまうのですけれども、なるべく早く実施できるように商工会と詰

めていきたいと思っております。 

  それと、町外向けですが、これにつきましてはその場で１人３セットということなので、

家族の状況を確認してその場ではその３セットまでの部分で販売というふうに考えておりま

す。それ以上につきましては販売しないということで、取扱いをしてもらいたいというふう

に考えております。 

○議長（大西 智君） 11番板垣議員。 

○11番（板垣正人君） すみません、今最後の部分なのですけれども、町外の部分は１人が来

たら、来た本人の分３セットしか売らないということでいいのか、それとも家族分も買って

いけるのかって、その辺のことだけ確認したいと思います。その辺はっきりしておかないと、

結構大変なことになるような気がするのだけれども。よろしくお願いします。 

○議長（大西 智君） 田所産業振興課長。 

○産業振興課長（田所昭博君） すみません。家族分も含めて１人３セットということで販売

を考えております。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑ありますか。 

  ６番五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） ２点ほどお伺いいたします。 

  細かいことなのですが、歳入のほうで一般寄附150万円になっておりましたけれども、先

ほど町長の行政報告で計算すると155万円、細かいのですが５万円がどこかにいっています

が、何か理由があるのか教えていただきたいということが１点です。 

  それから、９ページのほうの歳出のほうで幼児の感染予防対策事業で備品の購入費で保育

所で扇風機等の備品の購入に補助をしようということのようでございます。このこと自体を

否定するわけではございませんが、町内には保育所のほかに幼稚園という施設も一施設ござ

いますので、これらの施設に対しての支援という意味では、次の経済対策の商工支援対策の

中で申出があれば網羅されるのかどうか、そこを確認しておきたいと思いますがいかがで

しょうか。 

○議長（大西 智君） 答弁お願いします。 

  佐野総務部長。 

○総務部長（佐野大次君） 今回の寄附の関係でございます。 

  先ほどの町長の行政報告の中で、４件の報告をさせていただいております。そのうち１件

５万円につきましては学校教育のためということで、今回コロナ対策に関する歳入とは見込

んでいないところでございます。 

○議長（大西 智君） あと幼稚園の関係なのですけれども、皆見教育長。 

○教育長（皆見 亨君） 今回の補正予算については、あくまでも保育所の分でしか予算を計

上してございません。幼稚園につきましては、ちょっと今要望といいますか、がない状況で
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はありますけれども、ちょっと現状を確認させていただいて、もし要望等があるのであれば

町部局のほうとも協議をさせていただいて、次回の補正あたりに検討してまいりたいという

ふうに思っている次第でございます。 

○議長（大西 智君） ６番五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 感染症の対策のためということで、歳入に計上していないというこ

とでそれはわかるのですが、そうしたら別に感染症ではないところに歳入で記載して、表示

していただいてもよかったのかなと思うので、その辺はどうかなということ。 

それから、先ほどの幼稚園の件でございますが、要望がないということですけれども、逆

に要望がないかどうか要望を聞くぐらいの気持ちで、限度額がそれぞれあろうかと思います

けれども、対応をしてあげることが必要かなというふうに思いますので、もう一度その対応

について答弁願いたいと思います。 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） 寄附金の教育のための５万円、先ほど総務部長のほうから説

明したとおりなのですけれども、今回150万円は感染症予防のためとして頂いた寄附で、補

正予算に財源のほうを充当させていただいております。５万円の学校教育のための寄附金に

ついては、直接コロナとは充当もできるのですけれども、育英資金の基金のほうに一旦積ま

せていただいて、それを今後の学校教育のための事業に充てていきたいというふうに考えて

いるところでございます。 

○議長（大西 智君） 皆見教育長。 

○教育長（皆見 亨君） 幼稚園の支援の関係でございますけれども、早急に幼稚園のほうに

出向きまして、現状確認、それと対策、対応できるところについては早急に対応させていた

だきたいというふうに思っているところでございます。 

○議長（大西 智君） ６番五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） ちょっとわからなかったのですが、また５万円のことで何回も、こ

れで最後にしますけれども、寄附金として歳入として１回受けるのではないのですか、どっ

ちにしても。違うのですか。 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） 寄附金につきましては、教育のための寄附金以外にも町のた

めだとか、いろいろ寄附頂きますけれども、受けたその都度補正予算に計上するという方法

はとってはいなくて、ある程度まとまった段階で補正予算で基金のほうに積ませてもらうと

いう補正予算を組ませていただいております。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

  １番越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） 経済対策のところでページ数、８ページです。 

今回は１億1,227万5,000円の計上ということになっているのですが、その中身で具体的に
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ちょっと伺っておきたいのは、１点はプレミアム商品券、先ほども質問があったわけであり

ますけれども、この事業というのは商工業者の事業者支援策なのか、あるいはまた一般住民

支援策なのかということになると、どちらだということになる答弁が出されてくるのではな

いかなというふうに想定はするのですけれども、ただ、今までこういう商品券を発行して非

常に結果的にはこういう商品券というのは、大手の事業所のほうに流れていくと。これは買

うほうが買うほうですから、自由ですからそれはやむを得ないとするのですが、やはりこの

コロナ対策の中で救済しなければならないというのは、自分自身は小売業ではないのかなと

いう気がするのです。したがって小売業をどう救済するのか、支援するのかということを

やっぱり考えるべきではないのかなという気がするのです。 

このとおりでいくと、大体は洞爺湖町の大手の事業所に流れていく可能性は大だと思うの

です。したがって、くどいようですがやはり今特に困っているのは、そういう弱者の底辺の

そういう事業所が多く困っているのではないかなと思いますので、そういったしっかりとし

た支援策は講じられないのかどうなのか。 

例えば、他の市の対策を見ると、やっぱり小売業に対する支援策の助成、あるいはまた大

手資本に対する助成と二通りに分けてこういう商品券を発行して支援策を講じているところ

もあるようでありますけれども、そういったことができなかったのかどうなのか、これを１

点伺っておきたいなと思います。 

それから２点目でありますが、これもおもてなし商品券の発行事業ということで、先ほど

ちょっと聞き漏らしたかと思うのですけれども、これはどういった業種になるのか、伺って

110事業所という想定でありますからどういう事業所を言っているのか、これもやはり多く

聞かされるのは、どうも事業所、事業所ということを書いているけれども、俺たちの事業所

というのは載っていないのだよなという事業所も聞かされるわけであります。 

それで、今までの例から見ても、いろいろ感染予防事業所の中では170事業所なども載っ

ておりますけれども、製造業とか運輸業とかいろいろ書かれておりますけれども、そのほか

に等と書いていますから、そのほかも該当するのだろうと思うけれども、やはり少なからず

洞爺湖町内において大きな事業所を構えてやっているところも該当するように、例えばガソ

リンスタンドあたりも該当になるのだろうと思うのですけれども、いわゆるガソリンスタン

ドというのは、ないという俺たちは場外なのかなという、そういう声さえ聞こえてくるわけ

でありますから、そういったことの配慮というのも当然なされるべきではないのかなという

気がします。 

あと、そういうことでこのおもてなし商品券の事業所などもどういう業種になるのかもう

一度伺っておきたいと。 

それから、最後にこれ総論として伺っておきたいなと思うのは、やっぱり今ＧｏＴｏキャ

ンペーンというのが明日から開催され実施をされますけれども、東京都が抜けると、東京に

行くのも東京から来るのも該当にならないということであります。 

このＧｏＴｏキャンペーンというのは、総事業費大体７兆円でありますけれども大きな事
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業なのです。こればかりではないです、そういう宿泊ばかりではないのですが、７兆円の事

業を開催するということでございますけれども、そういった東京が該当しないことによって

洞爺湖温泉はどれだけの影響が出てくるのか。キャンセルが出てくるのかその辺把握してい

たら。この３点、ちょっと伺っておきたいなと。このＧｏＴｏキャンペーンというのは、迷

走の迷走のうちで余り自治体で売っても何か余り歓迎していないかのような声もちらほら聞

こえてきていますけれども、この辺についてどのような見解を持っているのか伺っておきた

いなと思います。 

○議長（大西 智君） 田所産業振興課長。 

○産業振興課長（田所昭博君） プレミアム商品券の関係でございますが、これにつきまし

ては、基本的には5,000円で7,500円ということで、6,500円分につきましては小売業等々で

参加店全てで使えるという中で、今回飲食店業という形で、ここについてはかなりまだま

だちょっと感染の部分もありまして、かなり落ち込みが激しいということで、そこについ

ては特化して1,000円分を飲食という形にしておりますので、その中で他市町村の状況もい

ろいろありまして商工会とも話をしたのですが、そういう形で余り金種ですとか業種を分

けるとなかなか町民の方も使いづらいという部分もありまして、今回そういう形にさせて

いただきました。 

○議長（大西 智君） 田仁観光振興課長。 

○観光振興課長（田仁孝志君） おもてなし商品券の業種ということでございますけれども、

まずこの1,000円という額で、ちょっと少ない額には感じるのですけれども、これを呼び水

としてさらなる消費につなげていただき、町内の小売、一般の事業所全体に消費喚起を目

的とするものでございます。 

それで業種のほうでございますが、現在町民対象のプレミアム宿泊券でも町内の全事業

所に声かけをさせていただきながら参加をいただいて、現在129事業所に参加していただい

ておりますが、今回は町民対象とならずに観光客がメインとなりますので、そこから若干

減って110事業所程度見込んでいるところでございます。業種は一般、小売、土産物店、観

光施設、観光体験施設等、宿泊施設を除く事業所を想定しているところでございます。 

また、ＧｏＴｏキャンペーンの東京発着が除外されたということの影響なのですけれど

も、現在ちょっと洞爺湖温泉の施設のほうにも確認をとっているところでございます。 

○議長（大西 智君） １番越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） そうすると、この7,307万5,000円の商品券はそういう使用者の流

れ、今までのいろいろこういうキャンペーンやっていて、やはり総括はしているだろうと

思うのです。総括しなければならない。検証検分しなければならない。これは当然なこと

なのです。そういった一例を見ながら、例を見ながら、どういう商品券を発行したならば

救済策になるのか、支援策になるのかということを明確にした中でやっぱり取り組むべき

だと思うのです。今の内容からいけば、何かしら偏ったところに集まるような、そういう

懸念をするのです。一番救済したい願いを込めているのは、やっぱり弱者の底辺の事業所
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であるだろうと、そういう思いを持っているのですけれども、そういったことをしっかり

と認識をした中で、事前の事業所を総括した中で、こういうプランにしたのかどうなのか、

その辺もう１点伺っておきたいなと思います。 

それで、今のＧｏＴｏの関係ですけれども、やっぱりそれなりの洞爺湖町におけますそ

の影響が出てくるのではないのかなという気がするものですから、そういったことをやっ

ぱり念頭に置いた宣伝活動とか啓蒙活動だとか、ぜひ洞爺湖温泉に来ていただきたいとい

うような、そういうやっぱり呼びかけの活動も行うべきではないのかなという気がするも

のですから、その辺最後にもう１回お願いします。 

○議長（大西 智君） 若木経済部長。 

○経済部長（若木 渉君） 今ご指摘いただきました商品券の総括の部分でございます。 

以前もその商品券等やった場合、先ほど議員おっしゃいましたとおり、大きいスーパー

等で消費されて終わっているのではないかという事実は確かにあろうかと思います。 

今回商品券につきましては、一般向けへの救済の部分もあろうかという部分がございま

す。その中で、何とかそういったご指摘いただいた小売店のほうにも何とかならないかと

いう部分で、おもてなし商品券につきましては宿泊していただいたお客様、宿泊当日とそ

の翌日のみしか使えないという限定した中でお泊りいただいた方に、近くでその小売店等

を利用していただいて、お土産等買っていただければということで考えている状況でござ

います。 

また、そのＧｏＴｏ等含めた中の今後の誘致に向けての宣伝活動につきましては、しっ

かりと行っていきたいと考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

  ７番千葉議員。 

○７番（千葉 薫君） 簡単に１点だけちょっとお聞きします。 

  商工支援対策事業、感染症予防事業所支援補助金ですけれども、これ換気扇などもいい

という話ですけれども、扇風機はいいのかな。ちょっと細かいのですけれども、扇風機は

教育委員会でクラスごとに置くとかいう話がありましたけれども、これ扇風機、その事業

費にはまるのかどうか。 

それから、これ1,700万円ありますけれども、この事業をやるにかかって、やっぱり地元

の業者というのを使ってもらいたいと思いますけれども、当然地元では使えない大きなも

のもあるかもしれません。この辺のところをできるだけ地元を使ってもらうというような

格好での町から商工会に対してそういった条件をつけるとか、そういったことをしてもら

いたいなと思うのですけれども、要望と扇風機の件を教えてください。 

○議長（大西 智君） 佐藤コロナ対策室長。 

○新型コロナウイルス特別対策室長（佐藤 融君） ただいまの扇風機の件でございますけ

れども、扇風機も換気の促進となるための購入であれば、可としたいというところで今考
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えているところでございます。 

  あともう１点、地元の業者につきましては、要綱とか要領の中で地元業者を使っていた

だけるようにうたって事業を行っていきたいと今現在考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

  ５番立野議員。 

○５番（立野広志君） 何点かちょっとあるのですが、今回の補正は、いわばコロナ対策と

しては町として第４次の補正と言っていいようなものなのだろうと思うのですが、その中

で何点かお聞きします。 

  まず、今回のこの補正の中に含まれていないのですが、例えば、感染防止対策、あるい

は機材等がまだ不足している介護施設や医療機関等の実情に合わせて、そういうところに

よくツイッターなんかでも、あるいは報道でもあるのですが、医療機関等で働く職員、看

護師などに感謝を込めて拍手しましょうというのがあるのだけれども、拍手するぐらいな

ら防護服、防護マスクをくださいというような訴えが出ているように、医療機関でも、あ

るいは介護施設も最近全国的にはまた感染者が増えているというような状況もありますか

ら、そういうところに対する防護マスク、防護服等、あるいは人材不足もありますけれど

も、こういった点を行政もしっかりと把握しながら、そういったところへの支援というの

を考えることができなかったのかどうかということを一つ伺いたいと思います。 

それから、ここの児童生徒感染予防対策事業って事項別明細の７ページにありますが、

この中には説明では小中学校に関係してということになっております。それでは学童保育

などはどうなっているのかと、実は学校だけではなくて、放課後児童のいわゆる学童保育

施設にとってみても感染予防対策って非常に重要な課題だし、限られた職員の中で対応し

なければならないという状況もあります。こういうところへの感染予防対策のための対策

というのは盛り込まれていないのかどうかということを、二つ目に伺っておきたいと思い

ます。 

  それから三つ目には、同じ児童生徒感染予防対策なのですが、小中学校のサポートの配

置ということが盛り込まれています。事前の説明も伺いましたけれども、このサポートの

内容、中身がまだよくわからない点があります。小学校の場合は放課後だと、そして中学

校の場合は放課後と部活が終わった後というふうに、除菌作業といいますか、そういった

ことをやるということのようですが、小学校なども授業が終わった後に放課後は生徒がま

ず清掃をするのです。そして、その後にでは除菌作業をやるのか。そういうことをやって

いないところ、子供たちに清掃などはさせないで、すぐ先生方が除菌作業をやっている学

校もあるそうですが、いずれにしてもそういうサポートの対応というのはどういうふうに

考えているのか、どういう時期にこういった感染予防対策のための除菌作業を行うのか、

そういった点も具体的にちょっと計画があれば示していただきたいなというふうに思いま

す。 
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  それから、９ページの商工支援対策事業、先ほどもちょっと質問出ておりましたけれど

も、その中の感染症予防事業支援補助金なのです。実は、私以前にもお話ししたことあっ

たと思うので、北海道が宿泊事業者感染予防対策推進事業費補助金というのを上限200万円

で始めて、６月末で募集を打ち切ったのです。ところが大変これ不評だった。不評という

か、つまり３月以降、ホテル、宿泊施設等で既にもう感染予防対策しているわけです。換

気扇を増やしたりトイレを増やしたり、あるいはそういうパーテーションだとか食器など

の交換頻度を高めるために購入したとかというふうに、ところがそういったものに一切道

の支援事業では該当しないということで、非常に不評だったわけですが、今回はそういっ

たことも含めて、町としてこの北海道が対象としていなかった４月以降の感染予防対策、

ホテル、宿泊施設等だけではなくて、全事業所、そういったものに全て対象にするのだと

いうことでの、いわば制度の不足部分を道の不足部分を町が補うと、こういうような中身

で捉えていいのかどうかということについて伺いたいと思います。 

  それと、ふるさと応援団体験・ＰＲ事業、これちょっと私いまだによくわからないのだ

けれども、事前に登録いただいて、そして自己負担は１万円、町としては９万円支出する

ということなのですが、事業対象者は15名とそんなに多くないです。どうやってこれを選

定するのかなという選定基準が事前説明を聞いたのですが、最もＰＲ効果の高いそういう

方を選定するというような表現なのですが、何を基準にしてそれを選定するのかというの

がいまだによくわからないところがありまして、若干その選定についても説明をいただき

たいと思います。 

○議長（大西 智君） 佐野総務部長。 

○総務部長（佐野大次君） 医療機関、介護等福祉施設に対する支援の関係でございます。 

これまでいろいろと必要な支援、医療機関、福祉事業所に聞き取り等を行い確認してきた

ところでございます。その中で、以前マスクがなかなか手に入りづらいということで、町の

寄附を頂いたマスク、購入したマスクなどを医療機関、福祉事業所に使っていただいていた

ところでございます。 

今回、補正予算に当たりまして、また再度医療機関、福祉事業所に確認をし、その中では

感染予防対策についてはそれぞれもう既に実施済みということでお伺いしておりまして、ま

た、支援についても現段階では直接町に求めるものはないということで確認をしてございま

す。ただ、今後の感染状況によりましては、また必要な支援が異なることかと思いますので、

そういった医療機関、福祉、介護等の事業所に関しましても、今後連絡を密に取り、必要な

支援を今後しっかりしてまいりたいと考えております。 

○議長（大西 智君） 角田社会教育課長。 

○社会教育課長（角田隆志君） ２点目、学童保育の件についてでございます。 

現在、学童保育につきましては、支援員の中で消毒、清掃をこまめに行うことで対応して

ございます。 

あと、換気につきましては、扇風機を既に確保してございますので、そちらのほうで換気
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と熱中症対策をしていくということで考えてございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 末永管理課長。 

○管理課長（末永弘幸君） 先ほどご質問のございました消毒サポート員の配置についてでご

ざいますけれども、学校の教職員の支援の一つとしまして、町部局と連携しまして、２学期

から８月17日だったかと思いますけれども、配置ができるようこのたびの補正予算というこ

とで提案をさせていただいているところでございます。 

各小中学校の消毒作業の回数についてでございますけれども、重複になりますけれども、

小学校につきましては下校時の１回、それと中学校につきましては下校時の１回、それと部

活動終了後に１回の計２回の内容となってございます。 

また、このたびの配置につきましては、各小中学校の状況に応じた配置を予定してござい

ます。現在配置されております特別支援学級の介護員の方につきましては、２学期以降に週

２日２時間程度、それと消毒作業をしていただく学校、また翌週の時間割を作成する水曜日、

それから木曜日に２時間程度と消毒作業をしていただくということで、学校に応じた対応を

してございます。 

また、それ以外の学校につきましては、週５日、１日２時間での新たな雇用ということで

考えてございます。 

いずれにしましても、年度の途中ということもありまして、人員の確保につきましてはな

かなか難しいという状況でございますけれども、学校教職員の働き方改革を進めるという観

点から、支援の一つになればというふうに考えてございます。 

○議長（大西 智君） 佐藤コロナ対策室長。 

○新型コロナウイルス特別対策室長（佐藤 融君） 感染症予防事業所支援補助金の関係でご

ざいますが、北海道のその補助金の対象にならない部分を町としてできないかというところ

だと思っているところでございますが、要綱、要領と今ちょっと精査している最中でござい

ます。その中で、窓ですとか網戸ですとか換気扇ですとか、老朽化、劣化による交換ではな

くて、機能向上とか新設、これをいろいろ幅広く対象にしていきたいということで考えてお

ります。 

一応周知する際には、ある程度具体例を数多く挙げて、事業者が申請する際に余り困らな

いような形で今現在検討している最中ですので、ご了承願いたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（大西 智君） 高橋総務課長。 

○総務課長（高橋謙介君） ふるさと応援団体験・ＰＲ事業の15名の対象の選定基準というこ

とでございます。 

今回の事業がＳＮＳでの発信、拡散ということを目的としておりますので、フォロワー数

とかチャンネル登録者数、そういった方々が多いということを基本的に選定条件の一つとし

ております。それと、全員に公開していること、そういったことと、あと発信している内容
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が公序良俗に反していないということが大きな中で基準として設けております。 

それで、最終的に今後基準の詳細は詰めていきますけれども、登録者数の最低人数とかそ

ういったものを決めて、それをクリアしたものの中で選定していくというようなことで進め

ていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございませんか。 

  ５番立野議員。 

○５番（立野広志君） 先ほどの最初の介護施設や病院施設、アンケートをとったのだけれど

も、今のところ間に合っていると、こういう結果だったというお話を伺っていて私ちょっと

啞然としたのだけれども、実は最近、余り言うと個別になってしまうからあれだけれども、

マスクが少なくて、使い捨てのマスクを何回も洗って使っているという介護施設の職員の方

のお話を伺ったことがあるのです。それで、どういうところから一体その声を聞いているの

かなと。例えば、当然事業者の代表の方に聞くのだろうと思うのですけれども、実際にその

現場がどうなっているかというのが、町側としてはなかなか把握しにくい部分があるのだけ

れども、もう現場の、私はどっちかというと代表者よりも働いている職員の方の話を聞くこ

とのほうが多いものですから、そうすると現場も大変なのだと、防護マスクだって数そろっ

ていないと、それで、やっぱり感染防止というか予防のことを考えたら、まだまだ足りない

のだと、替えて使うということができないというようなことを含めて、マスクだってそうで

すけれども、そういう声をよく聞くものですから、これやっぱり足りないのではないかと私

は思うのですけれども、何か実際に病院も介護施設も伺ったら間に合っていると返答してい

るというのですけれども、その辺のちょっと私はむしろ個別にここの施設のこの人がこう

言っていたよと言わないと、なかなか改善というかそこに支援が行かないのかなという感じ

がして、非常にちょっと残念だなと思うのです。 

いずれにしても、実状を本当に町としてしっかり捉える努力を引き続きしていただきたい

と思います。そして、仮にそういう必要性のあるところ、替えがなくて実は大変困っている

のだという状況がわかれば、すぐにさっき予備のための購入もありましたから、そういった

ものを活用していくということを考えていただきたいと思うのですが、まずその点もう１回

確認をさせていただきたいと思います。 

それから、児童生徒感染症予防対策事業の関係で、小中学校のサポートなのですけれども、

１日に大体そうすると１回ぐらいですよね。消毒といいますか、感染予防対策としてそうい

うことを行うのは。それで、その中身が、例えば子供たちがよく利用するトイレとか、ある

いは扉のノブであるとか、椅子とか机とか、全てのものがそうやって除菌作業に入るのか、

それとも、ごく一部の部分だけなのか、毎日にしても大変、１回にしても大変な作業だと思

うのです。どこまでその感染対策として取り組むのかということをちょっと伺いたいのだけ

れども、実は新しい学校生活様式というのが発表されて、その中で人との間隔は１メートル

以上とりましょうって、学校で１メートルですから大変なことです。あと、マスクもするし、
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手洗いもそうだし、授業中も、ここに書いてあるのは自分の考え、ノートやワークシートに

書いて発表や話し合いは横並びで短時間に行うとか、あと休み時間の移動は最小限、休み時

間の後は手洗いをする、そして給食、話をしないで食べる。そして、机の上にハンカチを置

いておくと細かく書いてあるのです。 

だけれども、実際にこんなこと学校で本当にできているのですかとなれば、やっぱり先生

の話を聞いたら、とてもここ新しい学校生活様式というふうに言われているけれども、これ

やっていたら授業にならないと、子供たちもふだん話をしないで、そして先生の話だけ聞け

と、必要なとき以外は絶対マスクをとるんじゃない、給食のときも話をしないで静かに食べ

なさい。これだったら、本当にこれまでの学校生活ではない。子供たちに大きなストレスや

負担がかかって、学校に行きたがらない子が今全国的に出始めているそうです。 

○議長（大西 智君） 立野議員。 

  議題に沿った質疑をお願いいたします。 

○５番（立野広志君） それで、例えば、こういったことをしっかり支援できるような体制が、

学校の体制として必要なのではないかなと、そういうサポートだけではなくて、あるいは扇

風機を設置するというだけではなくて、やっぱり人の配置も含めてしっかりと学校教育促進

していくための対応を、私は今回の補正予算でぜひ組んでほしかったのですが、その点の検

討はなかったのかということをちょっと伺っておきたいと思います。この程度で２回目にし

ます。 

○議長（大西 智君） 遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 私のほうから、町内の医療機関、または福祉施設等の関係でちょっ

とお話をさせていただきます。 

今回補正予算を組むに当たりまして、私のほうが指示をさせていただいて、担当課のほう

から各医療機関、また福祉施設等に現状をちょっと確認してくれという話をさせていただき

ました。その結果、全部が全部多分調査はしなかったと思うのですけれども、その中でマス

クについてはある程度確保できているというお話を聞いておりました。ただ、先ほどもお話

ありました防護服であったり、ガウン等についてはちょっと厳しい状況になりつつあるとい

う話を聞いてございます。 

そういうことで、私、先ほど補正予算の中で、予防対策事業で159万3,000円の話をさせて

いただきました。それで、一応ここにはこういう形で計上させていただきますが、購入品等

につきましては今後ちょっと状況を見ながら柔軟に対応させていただきたいというお話をさ

せていただいております。 

この辺につきましては、今おっしゃったような形で、そういう医療機関であったり福祉施

設等への支援ということも想定した中というふうに考えてございます。いずれにしましても、

今後もそういう機関とはしっかりと密に情報交換しながら、支援できるものは支援していき

たいというふうに思ってございます。 

○議長（大西 智君） 皆見教育長。 
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○教育長（皆見 亨君） 学校の関係でございますけれども、今回はあくまでも消毒サポート

員ということで、学校の先生方の負担軽減の一環として、そういった専門の消毒員及び清掃

員を確保したいというための予算でございます。 

議員がご指摘の学習の関係に関する支援員、指導員等の話でございますけれども、前回の

６月議会でもお話をさせていただきましたが、国としては加配の要望、それから学習指導員

の要望等を今現在行っており、私どもの町のほうも手を挙げて要望してまいっている状況で

ございますけれども、その結果がまだ来ない状況ではあります。仮に、そういった加配並び

に学習指導員が配置となった場合については、もちろん各学校のほうに配置をさせていただ

いて、学びの保障についての学習、それから感染予防対策に関するということで、クラスを

二つに分けたなりの授業等をやはり今後進めていかなければならないというふうに思ってお

りますけれども、それ以前のお話といたしまして、現在４月１日からではございますけれど

も、当町の五つの学校におきましては、合計で学習指導員及びスクールサポートスタッフを

国のほうから合計６名配置をいただいております。現在、各学校のほうでこの加配の先生方

にそれぞれ授業の分担もしていただきながら、密にならないような授業、これに取り組んで

いるところでございます。さらに今回、国のほうに要望している教員の加配並びに学習指導

員がもし仮に配置となれば、さらに手厚いような対策ができるのではないかなというふうに

考えているところです。 

そういったことから、当町独自における教員の加配の部分については、現在のところ考え

ていない状況ではございますけれども、いずれにいたしましてもそういった状況はやはり評

価をさせていただきながら、また各学校のほうとも十分協議をさせていただきながら、今後

も子供たちの学びの保障については十分対応してまいりたいというふうに考える次第でござ

います。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

  これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。討論はありますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第17号令和２年度虻田郡洞爺湖町一般会計補正予算についてを採決します。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第17号令和２年度虻田郡洞爺湖町一般会計補正予算については、原案の

とおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 
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○議長（大西 智君） 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

（午前１１時２０分） 
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